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 先週金曜日に今年度１回目の全体会が行われました。新しいメンバーを加えて初めての全体会でしたが、先生

方の感想はいかがだったでしょうか。１回目ということで研究の経緯や概要の説明を入れましたが、司会のタイ

ムマネジメントの不手際もあって時間がのびてしまい申し訳ありませんでした。しかし、先生方が話し合って

いる様子はどのグループも活発で、深い議論が交わされていたように感じます。正直、今年度は多くの先

生方が異動され、不安も感じている部分もありましたが、新しくいらした先生方も進んで話し合いに加わっ

てくださる姿に大変頼もしく感じました。先生方、積極的な話合いをありがとうございました。 

最近やっていて、研究がうまく進んでいくかどうかは、校内の同僚性の高まりと比例していると思い

ます。先生方一人一人が、自分も主体的に参加できる、一緒に研究していると感じられる形にしていけるよう、

色々な取組にチャレンジしていきます。今後も校内研への御協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考×場面  表現×場面 

・教師の発問による児童の気付き 

・学習問題との出会いによる思考開始（どのよ

うに、どうやって） 

・外部とのつながり、必然性 

・「外部の方×外部の方×自分たち」のような

多様な立場での話合い 

思考×方法 表現×方法 

・比べることで整理する 

・混在する断片的知識を取捨選択する思考 

・様々な思考法の修練による習得と活用 

・児童自身が表現方法の選択肢をもつ 

・学習内容や学習方法のふり返りによる認知 

上記の内容をもとにして、研推より「目指す児童像」を提案します。それを参考にしていただいて、分科会を決めてください。 

 

１．全体会（各グループからの発表）から見えてきた「思考」「表現」のキーワード 

思考 

・気付き 

・比べる 

・くり返しによる積み重ね 

・調べたことを取捨選択 

・「How」にあたること 

（どのように、どうやって） 

・「あっ、そうか」の前 

・発問が大切 

表現 

・選択肢をもつ 

・時間・空間を超える 

（外部とのつながり） 

・本来行動の全てが表現そのもの 

・「意識下の表現」と「無意識での

表現」 

→メタ認知（言語化） 

 

行ったり来たりする 

・書き出すと深まる 

・話しても深まる 

２．「思考・表現」×「場面・方法」の２次元表との関連で考えると 

重要 


